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　　　The　automation　of　library　operations　has　g，　reatly　advanced　with　the　use　of　computers

coupled　with　telecommunication　networks．

　　　As　Keio　University　has　an　idea　of　setting　up　an　online　cataloging　network，　at　least　within

its　library　system，　a　four－month　practice　at　OCLC，　lnc．　was　very　val．uable　to　the　writer．

　　　The　OCLC　is　composed　of　the　following　6　subsystems；

（i）

（　ii　）

（iii）

（iv）

（v）

（vi）

on－line　union　catalog　and　shared　cataloging，

serials　control，

acquisitions，

interlibrary　loans，

remote　catalog　access　and　circulation　control，　and

information　retrieval．
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V．結　　　語

1．はじめに

　オハイオ州コロンバスにあるOCLC，　Inc．は．図書館

業務の電子計算機アプリケー・一・一ションを提供するソフトウ

ェア公社である。そのアプリケーションシステムは，

1．

2．

3．

4．

5．

6．

の6サブシステムで，

は，現在，1），2），および4）が〔1979年7月1日から〕

利用可能である。

　OCLC，　lnc．がOhio　College　Library　Centerとし

て発足したのは12年前である。“10年忌と昔”というか

ら，OCLC，　Inc．を歴史としてとらえることも十分に可

能であり，歴史的アプローチは図書館業務電子計算機シ

ステムの意義や開発の過程を教えてくれる。

　歴史的アプローチは他論文1）にゆずり，本稿では，on－

line　shared　catalogingセこついて，　OCLC，　Inc・のシス

テムを考察することで明らかにし，同時に図書館業務電

子計算機アプリケー・ショソ公社であるOCLC，　Inc・の

一・一一・[に触れてみたい。

オンライン総合目録および分担目録作業

雑誌管理

受入業務

相互貸借

遠隔目録アクセスおよび貸出管理

情報検索

“　　　　　オンライン・サブシステムとして

II．オンライン分担目録作業サブシステム

OCLC，　Inc．の2つの基本目的は，

1．　to　increase　availability　of　library　resources

　　for　users　of　participating　librariesと

2．　to　reduce　the　rate　of　per　unit　costs　in

　　libraries

であり，そのゴールは，

　　　to　promote　the　evolution　of　library　use，　of

　　　libraries　themselves，　of　librarianship．

と記されている。2）

　この理念の下に前記の6つのサブシステムを提供し，

また提供しようとしているが，サブシステムのメイン

は，オンライン総合目録および分担目録作業（on－1ine

union　catalog　and　shared　cataloging）である。

　オンライン総合目録および分担目録作業サブシステム

の目的は，

　1．　目録業務の協働

　2．蔵書の分担構成

で，ゴールは，

1．

2．

3．

4．

5．

目録作業における高品質

参加館における記述目録作業の重複の排除

目録作業の標準化（画一化にあらず）

自館目録作業（オリジナル・カタローギング）

How－we－do一一it－in一一〇ur－system

である。

　A．準　　　備

　OCLC，　Inc．のアプリケー・ションの利用を希望する図

書館は，その旨をOCLC，　Inc・に連絡する。　OCLC，　Inc・

側では，OCLC，　Inc．に加盟している20のネヅトワーク

の最適なものを選び，そのコーオディネe一・一・タにこれを回

付する。ネヅトワークでは，アプリケーション利用に際

して必要な契約上の書類や料金表，支払い方法，端末

機器説明書等と一緒に「目録カードブnファイル質問

書」を図書館側に送付する。

　図書館は必要事項を記入し，ネットワ…一一・クに返送する

と，ネヅトワーク側はそれをOCLC，　Inc・理事長室に回

送する。ここで問題がないと見なされると，担当副理事

長と顧問弁護i士を中心に契約書が取り交され，端末管理

課からTeleprinterかCRTが，顧客サービス部から
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「質問書」の内容は，1）OCLC／MARC購入法，2）

　　　　　　　理事長室　　　　　　　　　　　　　請求書送付先，3）目録カード送付先，4）プロファイル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理責任者，5）所蔵館および目録の種別，6）自動入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタンプ，7）分割目録，8）カードの性格，9）標目およ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びカード記載位置，10）件名標目の種別，11）請求記

サー醗5ター　人輔　　　号，13）大型本の扱V・，14）続書名の方針・15）参力・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館オプション・データ，16）オーソリti　一ション，とな

顧客サービス部 調査開発部：

図書館

システム部

管財・経理部

電子計算機

施設部

第1図　組織概略図

「オンライン目録作業」や「テクニカル・ブレティソ」

等の印刷物が到着し，アプリケ・一一・・ション利用の準備が整

う。本稿では，OCLC，　Inc．の組織・機構には触れない

が，参考として概略の組織図を示す（第1図）。

　1．　目録カードプロファイル質問書

　目録カードの図書館への配布サービスはオンライン分

担目録作業サブシステムの重要な1つである。第2図は

そのカードサンプルであるが，このようなカードを受取

るために参加館は自記の目録体系をOCLC，　Inc．に報知

しなければならない。そのために「目録カードプロファ

Chera．
L五br　ary
547e2
M83a

OGK

　　　　　Oames　D．v　1936一’Morrisont　Asymmeiric　or，ganl’　c　r（t．actions　［by］
JameS　D．　Morrisdn　［and］　Harry　S．
　　　　　　　　　C．titfs，　N．J．，Mosher．　rmbr’tewood
Prentice－HalL　［1．97t］
　xilv　465　p．　ilLus．　24　cn！．
（Prentice－HaU　internationat　series　in
chemistry）
　Includes　bibLiographicat　reterencese

　1．　Chemistryt　OrganSc一一一Syntheslse
1e　Moshert　H’arry　S．　t　Joint　authore

II．　Titte　’
KENuc 76－118316

第2図　カードサソプル

イル質問書」3）が用意されている。すでに述べたように，

OCLC，　Inc．のシステムは標準化を志向しているが，画

一化は期待してはいない。従って，デーータベースに柔軟

性を持たせて各図書館の目録体系の要求に応えられるよ

うになっている。OCLC，　Inc・の成功の鍵の1つは，こ

の辺にあるのかも知れない。

っている。　「質問書」で得られた情報．は図書館アプリケ

ーション課のプロファイリング係で作成する参加館の

PDT（Pack　De丘nition　Table，後述）の入力コ…一一ドと

なる。

　プロファイルには，大半の図書館が利用するフォー一　7

ットが標準化されており，自館独得の規格外のフォーマ

ットについては追加料金が請求される。

　入手可能な目録カードは，著者・書名目録，辞書体目録，

件名目録，基本記入目録，書架目録，総合目録，ユニット・

カード，余備カード（extra　card），それに全米総合目録

用か一ド（NUC）である。上記の目録力■一・一・ドは，その

編成に従って，アルファベット，請求記号，入力スタン

プ／請求記号，LCカード番号，参加館デe一・・一・タ　（通常は

受入番号，910フィールドで入力される，後述），NUC記

号のいずれかでソート（分類）を指定することができる。

　スタンプとは第2図の請求記号上の〈Chem・Library＞

がそれで，PDTに登録して自動的に請求記号の上，下，

前に印字するのが自動スタンプ，特定のカードに端末か

ら入力して指定するのが入力スタンプである。

　8）カードの性格とは，カードの種別ごとに件名，副出

記入等のトレt・一・一・一シング，内容注記（505フィーールド），一

般注記（505および590を除く5XXフィールド），ロ　・一一カ

ル注記（590フィールド），入力スタンプを出力するかど

うかを指定する（いずれもデー一・・タ要素と命名されてい

る）ことである。

　15）参加館オプションは，カe一一一・一ド上に作成日や図書り

購入先，価格等を印字させることである。

　16）オーソリゼーゼーションとは，端末を利用する図

書館員の氏名，Log－onに際しての《あいさつ》，分類：

（LC，　DDC，　NLM）コード，レベル・コー・ドを報知する

ことで，レベルにはFu．11（Cataloging，　Serials　Check

－in，　Reclassification），　Partial　（Cataloging，　Serials

Check－in），およびSearch（Serials　Check－i：n）がある。

（もっとも，相互貸借サブシステムが利用可能になったの

で，このレベル・コードには変更が施されたであろう。）

　契約後に購入するインストラクション・マニュアルの
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1つである「目録カードの形式とパックの設計」4）が「質

問書」の記入時に参考となる。

　2．オンライン目録作業

　「オンライン目録作業」5）は，OCLC，　Inc．オンライン

分担目録作業サブシステム導入の際に，必読のインスト

ラクション・マニュアルで，CRT端末とその使い方，デ

ータベースのサーチ方式，CRTによる目録作業の仕方，

目録カードの作成法，MARC生成の仕方等が記述され

ている。

　：LC　MARCやOCLCオンライン・システムでは従来

の目録法では聞きなれない新しい用語が使われている。

例えば，

　　カーソル，データ要素，デフォルト，境界子（デリ

　　ミター），フィe一・ルドー固定長，可変長フィールド，

　　端末子（ターミネーション），　フォーマヅト，全デ

　　ュプレックス，インディケータ，モデム，レコー

　　ド，関係子（リレータ），サブフィe・・一・・ルド，タグ，

　　ヴァリュー，オ’ンライン，オフライン，インライン，

　　端末一CRT，ダイヤルァヅプ，

などである。従って，目録係やシステム利用者は，用語

の概念を理解し，用語に慣れなければならない。マニュ

アルは，これらの用語の解説から始まっている。

　「オンライン目録作業」が刊行されたのは1973年であ

る。それから今日まで，システムは何回もヴァージョン

・アヅプされた。従って，内容が現実のシステムと一致

しないため，「テクニカル・ブレティン」6）で補正を行

ってきたが，それでは一貫性を欠くため，「インストラ

クション・マニュアル」（予備版）7）を作成した。筆者の

滞在中にこれを土台とした新版のマニュアルを企画作成

中であった。8）

　いま1つのインストラクション・マニュアルである

OCLC－MARC　Subscription　Service　Docu〃zentationを

読了して，オンライン総合目録および分担目録作業サブ

システム利用のための準備が終る。

　筆者の場合は，CRT端末と「マニュアル」（予備版）が

与えられて，サーチが行えるようになるのに，だいたい

1日を費した。翌2日目はサーチを行い，3日目からは

参加館が独自に入力したオリジナル・カタログを，LC

カードを使って完全書誌レコード（Full　Bibliographic

Record，　FBD）にする作業の実習をした。

　B．　サ　一　チ

　サ・・・…チとは，OCLCデータベースから自館が必要と

するレコー・…”・ドを端末上に表示させることで，その目的

は，

　1）　目録カードのサービスを受けるための準備

　2）注文時に図書の重複購入を避けるためのタイトル

　　の照合

　3）　総合目録の作成

である。サーチは相互貸借サブシステムでも，雑誌管理

サブシステム（チェック・イン）でも基本的なものであ

る。

　1．　ログ・インおよびログ・オフ

　目録係はCRT端末で，「質問書」によって登録した

オーソリゼーション・ナンバーをキe…一・・インする。

　“オー・ソリ一見ション・ナンバー（9桁）”　（HOME）

　　／SEND
　HOME位置でオーソリゼーション・ナン■〈S　・一・をキー

・イソし，左上のSENDキーをたたく　（CRT端末は

OCLC，　Inc．のシステム用に特注されたものでIrascope

と言われる。第3図にキe一一・ボe・一…ドを示す）。

　ログ・イソではレベルの区分があり，これはオーソリゼ

ーション登録で行うことはすでに述べた。この他にトレ

　　p＞　1＠？

　　　十　1　ee
L5

第3図　イラスコープ端末キーボード
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Yoロ　ロILL　BE　USIHG　τHE　C合τ’合しOGING SVSTEti－IH　THE・　TRAINING　NoDE

　　　OCLC　WrLL　BE　TESTiNG’THE’DATR　BRSE　PROCESSOR・　SAT　・78e93e　S’OME
DOtJN　TIME　MAY　OCCUR．　TESTING　OF　．TH．　E　SERZALS　CONTROL　SUBSYSTEbt　IS・NOT　YET　COMP－
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SHOULD　BE　OPERATING　BEFORE　781ei6

Ta　sEE　TITL’ES　Fep．　A　COLLECT1S．i’＝’．　EN’i’RY．・　’TypE　LINE＃．　’DEp．REss　DI’SPLAY　RECD．　SEND

bi
｝2
｝3

合しGEBRRIC

レ4
レ5
｝6
レ7
b8
b9＞　le

》工1

b　12

b　13

M4
b　15

AMERユC臼H　JeURHAし　OF　貿RTE2｝IRL　CHIしD　HURSごNG　　　　ig76

AMERICH｝l　J6URMRL　eF　HRTHEMaTICS　187g
P，MERIORH　JOURHBL，＿8F　P｛R丁HE躍RτICS．

　　　GEO阿ε丁R？、　JOHHS　HOPκ1｝ls　UNIVERSI’TY．
AM．ERICAN　JOURNAL　OF’r・IEDICAL　ELECTRON’ICS　（2）
A｝1εR：ICR二二　JOURNRし　OF　nEDIc臼し　GEN皇TI’cs　　　　ig77

’AstERrCRH　JOURNRL　O．F　NEDICRL　JUP．ISPRUDENCE　L93g
AMERICAN　JOURNRL　OF　，MEDICAL　TECHNOLOGY　（3）
AMERICAN　JOUI　NAL　OF　MEDICINE　（2）
A，￥：ERICAN　JOURNAL　OF　MENTAL　DEFICIENCY　（4）
A：EP．r．CHH　Je’URHfiL　6F　MEHTHL　DEFICIENCY　LJIKDLE．

S亨しVESTER．（J。　Jご》　Sや象IPα51U総0聴

　　　．’1976．　．S977’

CHBRLES．　196a・
AME．RI’ bAN　JOURNAL　OF　“！ENTAL　DEFICIENCY　t・10NOGRAPH　SUPPL　’C4．）
ANE’ q1CRH　JOURNRL　eF　MCROSCOPY　H’ gD　PePULAR　SCIEKCE
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第4図　ログ・オン・メヅセージおよびCollection　Entries

1966

e・一一・ニング・モードがある。ログ・インが行われるとCRT

上に《あいさつ》が返ってくる。トレーニング・モード

ではHELLO　GUESTであるが，　「質問書」のLOG－

ON　GREETINGに登録した文字（普通は係員のイニシ

ャル）が表示される。

　続いて，システム側のメッセージが表示される。第4

図はその例で，デ・・・…タベt・一・一・ス・プロセッサ9）のテストが

行われること，雑誌管理サブシステムのテストが完全で

はないこと等を告げている。

　CRT端末での作業がすべて終ると，システムをdis・

connectするために，ログ・オフする。それにはHO－

ME位置で‘end’とキt一・一・・インすればよい。

　　　‘end’　（HOME）／SEND

　2．サーチ・キー構造

　伝統的な目録カード上には，少なくとも，基本記入，

標題出版事項が記載されているが，標題紙の　verso

に表われるデーータは第5図のようなCIPであろう。

　原理的には第5図のデータのいずれの要素からも，こ

の図書を検索できるものでなければならない。しかし，

現実にはそうはいかない。OCLC目録：サブシステムの

Wynar，　Boh’dan　S

　　Intreduction　te　cataldging　and　clas．sification．

　　（Library　science　text　series）

　　写ibliograplly：　P．412

　　1ncludes　index．

　　1．　Cataloging．　2．　Classification－Books，　1．　lmm－

roth，　John　Phillip，joint　author．　II．　Title．

Z693．W94　1976　025，3　75・44324
1SBN　O－87287－160－6

1SBN　O－872’W7－161－4　pbk，

第：5図CIPデータ

サーチ・キーの構造は第1表の通りである。

　例示した図書をCRT上でサーチするには，以下のよ

うなstrategyが構成される。
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サーチ・キー構造

wyna，　boh，　s

immr，　joh，　p

wyna，　lntr

lmmr，　intr

int，　to，　ca，　a

タグ

　100

　700

100／245

700／245

　245

　要　　素

基本記入（個入著者）

副出記入（個人著者）

著者／書名

共著者／書名

書名



Index　file

オンライン分担目録作業の実際；OCLC，　Inc．

　　　　　　　　　　　第1表　サーチ・キーの構造

Fields　and　subfields
　　　　　　indexed

の事例から

wwSarhk　tt

Author 100　id

700　ta
110　ia　ib

710　la　ib
111　ia　ib

711ia毒b

・）1・

4，3，1

4，3，

4，’2s1　4s1，1

4s2，　4sls

stro，ann，1

Authoγゾti　tl　e　　　　　1××　ia　／　240　ia

　　　　　lxx　ia　／　245　ia

　　　　　lxx　ia　／　740　ia

　　　　　240　la　／　245　ta

　　　　　　（when　record　has

　　　　　7xx　ta　／　245　ta

where　××　＝　OO，　IU，　11，

＊

no　l　xx）

or　30

4，4

3，4

4，3

3s3

gold，bui1

Ti　tl　e 130　ia　ip

222手a
240　毒a　≠P’

245　ia

246ね
247毒a
440　ta
730　ia　ip

740　ia
780　it
785　it

830毒a善p
840考a

3，2s2，1

3sl，2，1

3s2eでs1

3，1　，1　sl

jQu，Qf，po，v

CODEN 030手a
O30セ

5’　or　6　characters；　no

　　punctuation

　

ユCPKbh

1SBN 020　ia

O20セ
10　digits；　no

　　punctuation
0877793298

工SSN 022　ia
O22　iz

8　digits；　hyphen　after
　　4th　digit

OOO7－7089

LCCN OIO　ia
OIO　iz

1　or　2　digits；　a

　　1　to　6　digits
hyphen； 73e632512

OCLC　number fixed　field
　　（OCLC：）

1　or　more　digits；　preceded
　　by　number　sign　（＃）

M　3001　06

＊’The　numerals　in　these　schematic　search　key　structures
　　characters　taken　from　each　succeeding　indexable　word．

represent　the　number　of
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　0872871606　　　　　020　　国際標準図書番号

　75－44324　　　　　　　　　010　　　LC　カード番号

さらにOCLC番号が分っていれば，これでサーチでき

る。（1レlonlhly　CalalogにはOCLC番号が記：載されて

いる。）

　OCLCデータベースに，このレコードが入力されてい

れば，CRTに表示されるので，必要な目録作業を行うこ

とができる。

　3．　レスポンス

　第1表のサーチ・キーで目録係がサーチすれば，CRT

上にレスポンスの形式に応じてスクリーン・イメージが

表われる。レスポンスの形式には

　1）無レスポンス

　2）　単一レスポンス

　3）複数レスポンス

　　a）　alphabetical　truncated　entries

　　b）　collective　entries

　　c）50entries以上

　　d）256コ口tries以上

がある。

　無レスポンスとはデータベr一…スにレコードが存在しな

いことを意味する。その場合どうするかは嘉節で述べ

REQUES丁：　　exo，，，　　DISPLAY　REClD　　SEND

RESPONSE：　1　EXOBIOLOGY　（3）
　　　　　2　EXODE　（3）
　　　　　3　EXODO　（3）
　　　　　4　EXODONTIA　（3＞
　　　　　5　Exodos．　Veneses，　Elias．　1964
　　　　　6　EXODUS　（36）
　　　　　7　Exodusters　：　Painter，　Nel　l　lrvin．　1977
　　　　　8　　Exodus／UK　／　　Rohmer，　R・ichard　H．　　1973

　　　　　9　EXORCISrv1　（13）
　　　　　10　EXORCIST　（8）
　　　　　11　Der　Exorzist；　Blatty，　Williarn　Peter’“　1972
　　　　　12　　Llexoscopie　：　　しe　Ribault，　Loic●　　1975

　　　　　13　Exo．spheres，　Vega，　Aurelio　de　la，
　　　　　14　Der’　Exote；　Wiechert，　Ernst　Ernil，　1951
　　　　　15　Exoten　：　1920
　　　　　16　EXOTICA　（10）
　　　　　17　Exoticars．　1970
　　　　　18　EXOTICS　（4）
　　　　　19　Exotikon；　Ncvak　Vitezslav’，　1911
　　　　　20　Exotiques　！　Coca，　Jordi．　1975
　　　　21　L’exotisme：　Mathe，　Roger．　1972
　　　　22　Exousia　：　Karpinski，Richard　195・3

　　　第6図Alphabetica1　Truncated　Entries

　　　　　No．　17　1979

る。

　Alphabetical　truncated　entries　は，第6図に示さ

れている。

　exo，，，　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

HOME　位置で　exo，，，とキー・インし，　DISPLAY

REC’D，次にSENDキーを押す。このサーチ・キ・一に

1つのレコードだけが対応すれば，それがCRTに表示

される。しかし，複数個のレコードが1つのサe・一・一・チ・キ

ー一一@tlご対応すると，第6図のようなスクリーン・フオーマ

ヅトが表示される。この第5行目がtruncated　entry

になっており，レコードは著者，書名，出版年のみで構

成されている。

　第6図はcollective　entriesでもある。さきの第4図

もcollective　entriesになっている。ログ・オン・メ

ッセe・一・一一ジを読み終って

　ame，　jo，　of，　m　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

とキー・・インすると，これに15個の　collective　entry

が合致し，第4図のスクリーン・フォーマヅトを得る。

第10行目が目指すレコードなので，さらに

　　10（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

と入力すると，対応する4個のtruncated　entriesが

表示される（第7図）。これを見て目録係はヒットしてい

る番号，例えば，

　　3　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

とキーインすればよい。

　入力したサーーチ・キーに50以上の書誌レコードがヒヅ

ト・すると，

　　＞YES　or　＞NO

　　aaaa，　bbbb（注）produces　more　than　fifty　entries．

　　Do　you　wish　to　continue　with　this　search？

　　（注）入力したサt・r・・チ・キー

というメッセージが表示される。これが。）の場合であ

る。もし，サーチャーがサーチを継続したければ，カー

ソルを＞YESの〔〉〕部分に置いて〔DISPLAY　REC’D

／SEND〕すればよい。望まない時は〔＞NO／DISPLAY

REC’D／SEND〕である。

｛）EFIじ工ENCマ

bl
ba
b3
レ4

A麗ERIeR｝婁　」OURNHL
AMERIC臼ト書　」OURHR1L

　　　　　1933
Fヒ紐ERICRN　JOUR闘RL

AMERICAH　JOURHRL

OF　ME’HTHL　bEFIeTENCV　194e
8F　MEHrAし　DEFrCIEHC？　　合踵巳RICRH　A5SOOIaT1O純　0蕊　MENTAS－

eF　’MENTRL　DEFzcrENcy．　tiEeER，　Rrcr．　F．　1959
sF’“tEtlTaL　DEFIclENcv．　HEBER，　RlcK　F．　1961

　　　第7図Trullcated　Entries
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　団体著者の会議録を，例えば，

　　タグ

　　110　United　Nations

　　245　Proceedings　of　the　international　confer－

　　　　　ence

を著者／書名サーチ・キーで行うと

　　unAA，　proc　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

となる。国際連合の会議録は無数にあると予想される

が，上記のサ■・・・…チ・キーに該当する書誌レコードが256

を超えたとすると，CRTに

　　REQUEST　IMPOSSIBLE
　　The　response　produces　more　than　the　present

　　　limit　of

　　256　entries

と表示される。筆者がMildred　JohnsonのHislory　of

librariesをサーチするために，

　　john，　hist　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

と，著者／書名サーチ・キーで入力したところ，このキ

ーに256個以上が対応する複数レスポンスd）のケ・一スで

あった。

C・目録力e・・…ドの生成

　OCLC，　Inc．の提供するさまざまなマニュアルに従っ

て目録係はsearchingの訓練を終った。いよいよ目録

作業の開始である。

　図書館に福沢諭吉著「学問のすすめ」の英訳版が受入

られて目録係に回ってきたと考えよう。

　OCLC端末を設置している図書館では，図書とワーク

シートを持って端末（CRT）に向う。サr一一一チ・キーの基

本としてはしCヵe…一・ド番号が使われる。　LCに目録され

ていないと考えて

　　fuku，　gaku　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

という著者／書名のstrategyを取って見ると，第8図

がスクリt・一一・一ソ・イメージとしてCRTに表示される。

　1．OCLC／MARCフォーマット

　第8図は〔fuku，　gaku〕というインデックスによって

OCLCデータベt・一一・スからOCLCデP・・…タ番号128422のレ

コe・・一…ドが検索されたことを意味する。スクリーーソ上のレ

コードを自館の目録に合せて編集（editing）したり，新

しいレコードを生成して目録カードのサービスを受ける

わけである。

　このために目録係はスクリーン・イメe・・一・bジ上のOCLC

／MARCフォー・マットに習熟していなければならない。

細部については，次章のOCLCデe一…｝タベースで，デー・

タベースの内部フォーマヅトと共に詳述するので，ここ

では簡単に説明しておく。第8図のOCLCからDATES

までは固定長と呼ばれるフィールドである。固定長フィ

e・一一… 泣hのOCLC，　REC　STAT，　ENTRD等はmnemo・

nicと言われる。これらののmnemonicはそれぞれ

SCREE’M　！　“F　：．

OCLC：　ユ2842三i　　　　　　　震EC　STRT・と　ζ　E藝τ鍾§；　フ13333　　　　　　　　L15E9：　ア巳蓼8｛き1

ポr？PE＝　A　B1B　し～誌：　！　｛≡gy1　P婆…∋；　　し只§§＝　E｝播；s暮田著。ξご　　ILL9≡；＝

2EP設＝　　E＝響Cwし：　　（：課FP磐B；唇。τ群：　」．R　三）嚢τ律二sき！！F！9：聡
　1斑｝津　2　！船奮　衰ξ£＝　　FE5T　sc｝｛嚢：　⑭c蟹蓬τ二

套ξ5¢二　　三｝拝　し￥L：　　D自丁三5：；’1｛3§ヨ，

》　i　gS．S　　　　フ蓼一97：722

｝2e4∈｝　　　　1｝L（：手巳　…｝しC

｝3曾1S　　　　J農累元后
｝4　・341　1　　E｝雄」許暮

9　5　e43　．“．一3P，一一一一

輩6㊤53暑　　L奪：7フ5≠…l　F813工3
｝フ㊤i3像　　　　手B

eBe4g　“cL．c‘
｝9i曾3　ig　F琴雛跳賄・Y糠と蒲1’÷・塾嬢35－1g雛
｝　13ε4333　　（論ビ暮餐9｝孟　繋9　i；藝：SYI　E．　E｝組し三三｝…

｝ii245埠　　擁甜丁丁船下§E訂9F　L三鰍甑鰹6　＄CT衰鼎5L瓢ξ9・織τ9甜1’HTI　gb’B？
箪9質捧脅　　Dxし舞9衰τ黛　搬荏き　u藩E撃葺　書｛工…雛舅磐．

》i2．26｛）ξき　　Tg　tC　？g、÷E　ε9P経工9り黙￥三R　s’　1．T　．？÷鉱　£導・196ヨコ

｝　t；3　3臼3　　　　　gy，　121ヨ：’p．　手e　27　c郭．

｝　14・353　　　　i9優》÷H　（＄5．フ5｝
｝iヨ44s　　2　　糞鼓麟薯轡曇E｝蔓丁臼　鼓1警P9猛三．c’B　鰻｛）欝暮3舞爵P蘇

憂i6’s39　　　　τ2搬塁SLATΣs｝妻SF暮発藍婆藝9｝蚤を｛3　15暮so越ε．

｝1フ65塾　㊧・　E登　t！　c　p．下憩軽手翼　P舞ΣL．9三〇P｝…？．

｝　1865㊤　蓼　E塾暮OBT工｛｝｝署÷2．f，RP・縣｛．

　　　　　　　　　　　　　　　　第8図著者／書名（fuku，　gaku）サーチ
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value持っている。

　レ1からレ18は可変長フィールド，3桁の数字はタグ

と呼ばれ，次のような意味を持っている。

OIO

O15－049

050－096

1xx

240－243

LCカード番号

書誌規制番号（Bibliographic　control

numbers）

Knowledge　numbers

基本記入（Main　entry）

Supplied　titles

245，　250，　260　Title　paragraph

3xx

4xx

5xx

6xx

7xx

8xx

9xx

これらのタグは，さらに2桁のインディケータと，

以上のサブフィ“一一・・ルドに分解され，これらのデーータ要素

からレコー・ドが構成される。

　2．編　　集

CRT上に表示されたレコe一・一・ドに文字のつづりの誤り

があったり，手元にある図書からはどうしても考えられ

ない書誌的データ要素がレコードに発見されたり，逆に

形態記述（Physical　description）

シリー・ズ名表示（Series　statements）

Bibliographic　note

件名副出記入（Subject　added　en－

trie　s）

他の副出記入（Other　added　e：ntries）

シリe一一…ズ名副出記入　（Series　added

entries）

ローカル・フィールド

　　　　　　　　　　　　　　　1つ

書誌的データ要素が不足していたり，また，第5図のよ

うなMARC　II　Cataloging　in　Publicationレコード

であれぽ，これに対照事項等の不足データを付加しなけ

ればならない。目録カードには請求記号や所蔵館マー

ク，受入登録番号（910フィールド）等が示される。こ

れらのために，OCLCデータ要素は，　CRTによってさ

まざまに編集されなければならない。編集の方法には次

のようなものがある。

　（1）文字の代替

　（2）文字の消去

　（3）文字の追加

　（4）フィールドの消去

　（5）フィールドの追加

　文字の消去には，1文字のみ消去するものと，任意の

文字からフィールド端未子（¶）までを消去するものとが

ある。また，フィールドの追加には4つの手法があるが，

それについては文献に譲り，ここでの紹介は省略する。

　3．新レコードの生成

　いま，aaa，　bb，　cc，　d（HOME）／DISPLAY　REC’D／

SENDとキー・インした時，データベースにレコード

が存在しないと（無レスポンス）

　aaa，　bb，　cc，　d　is　not　in　the　title．

　If　you　have　already　tried　the　other　index　search

　keys，　please　request　a　workform．

と表示される。これは，サーチャーのサーチにもれがな

いとすれば，LCにも，　OCLCサブシステムを利用して

．OCLCち　軽E弱　　　　　　　　　事～……c　5τ癌ぎ：　怒　…：HTR塾＝　7巳魯621

｝Ty　p　Ei　gB19　L粍＝縛（ヨ9望τpyg＝　　し辮雄ζ　＿＿鱒s9暮批εξ
RセP段＝　　E｝樗　t．V£＝＿C9野F　P讐彗7⑭C鞭e・　：　霊X　B臼τ　了P号
！｝m・1く隻｛う富田》…1ξ　e言　　F…IS訂S1：｝搬＝3Co｝菰丁：

2E5ε亀　　1＝｝喜￥　Ll几魯　　1》臼’1’ES＝

｝i．磁㊧

｝2e4e　i’c　ecL
吹@3　e2’e

｝4・｛き41＿

｝　s　ege
｝　6　e4s

｝ア1＿一＿＿
｝g　24一　”

V　3　Ese
｝i臼　263　一

》1i　3曾の

｝i24＿＿饅一
M3．　S”　一

M4　59e
｝i5　6．”

睡6フー一，

Mフ8＿囎

手B

手3

ecLc
手9

÷8　手。

手B　肇。

手8　手。
手わ

　　ロ

蝉一．　手ひ

●騨r■の

　慧3E9；7呂362i
窪1LWS：
H冠ノF：ノB：　㊧9

第9図・ワークフォーム・イメージ
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く｝CLC亨握ε饗
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　1鯉き門下　3　き徳藝

D三5c；　　∫NT

｝1艇：3
｝　，a　e4g一

》3｛聾藝
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’｝le．　35’g
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雑365e‘
．5　1465蓼
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L亨L＝　＿c9｝墓F　P響2；蓼。τ勲緊：
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第10図　‘new’コマンドによるレコードの生成

聾三丁罫　窪｝｛　三§｛下’P，　Li　！〉　，　…；・　Y層

いる他館にも，その図書が存在していないことを意味

する。そのためにレコードをOCLCデータベーースに生

成しなければならない。もっとも，標題紙のversoに

あるLCカー・一・一ド番号やISBNにミスプリントがあって，

LC　MARCにあるにもかかわらず，レコー・ドが無レス

ポンスのことがあるから注意を要する。

　新レコードを生成するには，

　1．　ワークフォt・…一ムの利用

　2．既存レコードに‘new’コマンドを入力する

の2方法がある。

　‘wf’　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

すると，第9図のワークフォームが表示される。ワt一一一一ク

フオームには，図書用の他に，逐次刊行物，フィルムお

よび特殊指示書，地図，原稿用がある。ワt・一d・一クフオーム

を使ってレコー…ドを入力するためには，II．　C．1で述べ

たようにOCLC／MARCフォーマット，具体的には

MARCコミュニケー・ション・フォーマットおよびOC－

LC目録作業入力標準を知らなければならない。　OCLC

ではこの目的で種々のマニュアルを用意したり，10）目録

係に対してタギソグのワークショップを開催したりして

いる。筆者も顧客サービス部教育サービス課のワークシ

ョップに出席させられた。

　第8図を出力して，さらにHome位置で

　　‘new’　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

のコマンドをキー・インすると第10図のイメージが表示

される。これは既存レコードを修正して，新しいレコー

ドを生成するためのもので，従ってOCLC番・号はNEW

となっている。11）

　いずれかの方法でレコードが構成されると，

　　PRODUCE／SEND（カード生成）か，

　　UPDATE／SEND（レコードの更新のみ）

とキー・イソする。これで新レコードが生成され，OC－

LCデータ番号が付与される。構成したレコードを，直

接データベースに入力せずに，他日再チェヅクしたり，

：LCレコードの入力が予測されるような場合のために，

セt・一…ブ・ファイルが用意されている。

　　save　（HOME）／SEND

とキe…一・イソすると，

　　‘saved　under　xxxx／a’

と表示される。xxxxぽセーブ・ファイル番号，　aはセ

ーブされたレコードの序数。

　編集をしたり，新レコードを生成した後で，レコe・一・一・ド

のチェヅクのために

　　‘rf’　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

とキ・一一一・・イソすると，リフォーマットされたレコードが

表示される。12）

　4．　目録カードの入手

　目録カード生成の各手続きは参加館によってそれぞれ

に違っている。つまり，さまざまなアクションがとられ

る。そこでシステムは発生する誤りを防ぐために，以下

の自動誤りチェックプログうみを用意している。

　El／　lllegal　tag
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　E2／　lllegal　049　field

　E3／111egal　ind（インディカt・一・一タ）

　E4／　Illegal　sfd　cd（サブフィールド・コード）

　E5／　lllegal　text

　E6／　lllegal　line　no

　E7／　lllegal　OIO　fld　or　040　fld

しかし，論理的にシステムがチェックできる誤りには限

界があるので，自館独自の請求記号などには細心の注意

が必要である。

　目録カードのフォーマットはネットワークを経由して

プロファイリング係に送られてくる「質問書」に従っ

て，機械可読形式に変換される。このために，パック定

義表（Pack　Definition　Table）が構成される。この

PDTがどういうものか，慶鷹義塾大学研究教育情報セ

ンターを例として述べてみよう。

　本塾大学には，4センターがあり，医学情報センター

では分類，件名ともに，NLMに準拠している。目録カ

ードの体系としては，辞書体，書架，雑誌名目録の3つ

から成っている。辞書体目録は，基本記入，著者副出，

書名副出，件名副出，叢書電命，参照カードから構成さ

れ，これを閲覧用とし，同時にauthority　fileとして

も使用している。書架目録は単行書のNLM分類：順と

雑誌名アルファベット順の2つから成り，事務用として

利用している。

　三田情報センターはかなり複雑で，あるいは，この記

述に間違いがあるかもしれないが，まず，図書館，文学

資料室，経済学商学資料室，法学資料室で異な：る分類体

系を持ち，目録体系としては，図書館，資料室　（OCLC

でいう　Holding　Library）に洋書，和書，雑誌（ロシ

ヤ語雑誌は別体系）の分割目録となっており，さらに著

者，書名，分類に分割されている。これに図書館と資料

室の合同目録があり，さらに……。

　日吉情報センター，理工学情報センターについては省

略するが，いずれにしろ，「パック定義表」はこれらの

目録か一ド体系をすべて満足するように計算機プログラ

ムに指示を与えるものである。OCLCではPDTの準

備として自然言語で記述される“Summary　Sheet”が

用意されており，カード生成のために万全を期してい

る。13）

　　PRODUCE／SEND
で要求されたレコードは，daily　production　batchで

カe一一一・一ドに印刷され，配送される。カー一・bドはキe…一・・イン後

10日以内に配送され，月単位で料金が精算されて，カー

ドに対する異義は，すべてネットワークを通じてOCLC

に連絡される。

III．　OCLCデータベース

　OCLC，　Inc．の各システム共通のデータベースは，　LC

MARC，　NLM　CATLINE，　NLC，　CONSER，それに参

加館が入力するオリジナル目録である。これらは完全書

誌レコード（Full　Bibliographic　Record）であるOCLC

／MARCフォーマットに変換される。

　書誌レコードが機械可読であるためには，充分に形式

化されていなければならない。このため機械内部で識別

できるように書誌データ要素に対して，タグ，フィー・ル

ド，サブフィールド，インディケータ境界子，フィー

ルド端末子等のコードを付与し，これらのコードにそれ

ぞれ意味を持たせている。すでに述べたように，OCLC

データベースは，計算機内部で固定長と可変長に分割さ

れ，ANSCIIモードで記述されている。

　デe・・一一・タベースへの入力標準は，英米目録規則と，OCLC

レベル1およびレベルK入力標準14）に従っている。

A．図　　書15）

　1．可変長部

　第9図ワ…一…クフォームイメー・一一・ジで，レ1010から，

レ178一一までが，可変長部である。例えば，1レ7t行目で，

続く，1」がタグである。この一一に’OOtを入れ，タグ

が，100，となると個人著者を意味する。次のL」がイン

ディケータで，i10tと入力されていれぽ，　single　sur一

：nameで件名標目ではないことを示している。‡dは生

没年が入力されるサブフィールドで，‡は境界子。

　以下の記述では，次のように約束する。

　　240　統一書名

　　　　　　　　タグ　タグの値

　　0（1）　　　その値　1は左側，rは右側

　　　　　インジケータ

　　‡a　　　その値
　　　　　サブフィールドと境界子

010　LCカード番号

011　Linking　LCカP一・一・ド番号

015　National　Bibliography　Number

O17　合衆国著作権番号

020　国際標準図書番号（ISBN）

　＃a　ISBN，　tz　Cancelled／invalid　ISBN，

　＝＃b　製本情報，什。　図書の価格
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025　Overseas　Acquisitions　Number

O35　ローカル・システム番号

　‡aLSN，‡b　機関コt・・…hド

037　ストック番号（U．S．　GPO用）

　‡a　ストック番号，‡b　ソース

040　目録作業ソ■一一・・ス

　‡aオリジナル目録作業機関，

　‡b目録作業の言語コード（NLC用），

　‡c機械可読用に書誌データを変換した図書館，

　‡d書誌情報を修正した図書館

041　量証　　　目口口

　0（1）複：数言語，1（1）翻訳，

　‡aテキスト記述言語，‡b抄録記述言語

043　地理区分コv・・一…ド

045　時代区分コード

049　所蔵館コード

　（所蔵館コ・…一ドは目録カード生成には重要である

　が，詳細については，文献5）P・40－5を参照され

　たい。）

050　LC請求記号
　0（1）　LC所：蔵図書，　1（1）LC未所蔵図書，

　‡a　LC分類番号，‡b　図書記号

051　LC　Copy，　Issue，　Offprintステートメント

　‡aLC分類番号，‡b図書記号，

　‡C　コピー情報

055　NLC請求記号　〔カナダ国立図書館〕

060　NLM請求記号　〔米国国立医学図書館〕

　‡a　NLM分類番号，‡b　図書記号

070

071

072

073

074

080

082

086

089

090

091

092

096

098

099

NAL請求記号　〔米国国立農業図書館〕

NALコピe・・・…　ステ■・・・・…トメント

NAL　Subject　Category　Number

NLC　Subject　Category　Number

U．S．　GPO資料番号

UDC
DDC
Govemment　Document　Number

Local　Document　Number

ローカル請求記号（LC）

マイクロフォーム書架ロケ・一ション

ロ　・一カル請求記号（DDC）

ローカル請求記号（NLM）

ローカル請求記号（その他）

ローカル請求記号（自由）
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100　基本記入（個人著者）

　O（1）　Forename，　1（1）　Single　surname，

　2（1）　Multiple　surname，　3（1）　Name　of　family，

　0（r）基本記入が件名ではない，

　1（r）基本記入が件名，

　‡a名前，‡bNumberation，　‡t称号，

　‡d生没年，‡eRelator（tr．やcomp．），

　‡kForm　subheading，著作の書名，

　‡t著作の書名，‡1言語，‡f出版年，

　‡p著作の部分

110　基本記入（団体著者）

111　基本記入（会議名）

130　基本記入（統一書名）

240　統一書名

　0（1）LCカードに印刷されず，

　1（1）LCカe…一・ドに印刷，

　0～9（r）ファイリングで無視する文字

241　ローマ字化書名

242　目録作業機関翻訳書名

243　統一一書名，全集

245　書名表示

　0（1）書名が副出記入にあらず，

　1（1）書名副出記入，

　O一一一9（r）ファイリングで無視する文字，

　‡a　書名，‡bその他の書名，

　‡h　Media　qualifier，‡c標題紙の残余

250　版表示

260　出版事項

　0（1）　出版者が基本記入に非ず，

　1（1）　出版者が基本記入，

　‡a　出版地，‡b　出版者，‡c　出版年，

　‡e　印刷地，‡f　印刷者

265　受入ソース

300　対照事項

　‡a　翁面，巻数号数：，附加資料，

　‡b　図版，‡c大きさ

350

400

490

500

501

502

価格

シリーズ表示　（個人著者／書名〔トレース〕）

トレースされないシリーズまたは多岐にトレ

　…一・・スされるシリーズ

ー般注記

Bound　with注記

学位論文注記



503

504

505

506

520

590

600

630

650

O　（r）

2　（r）

4　（r）

5　（r）

6　（r）
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Bibliographic　history注記

書誌注記

内容注記

Limited　use注記

抄録または引用注記

ローカル注記

件名副出記入（個人著者）

件名副出記入（統一書名）

件名副出記入（事項）

LC件名標目，　1（r）LC児童件名標目，

NLM件名標目，3（r）NAL件名標目，

図書館外で付された件名標目，

NLC件名標目（英語），

NLC件名標目（仏語），

8　（r）

＊a

＃b

tx
iy

700

730

740

800

910

畠

扇

副出記入（他のトレt・・…ス書名）

シリーズ副出記入

User　Optionデータ

SEARS件名標目
件名標目またはPlace　eleme：nt，

place　elementに続くエレメント，

一般区分，

時代区分，　ヰ＝z　地理区分

理出記入（個人著者）

旺出記入（統一書名）

2・固定長部

固定長部は，

OCLC　SS
Rec　stat　SS

OCLC管理番号
レコード・ステP・一・タス
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Entrd

Used

Type
Bib　lvl

Govt　pub

Lang

Source

Illus

Repr

Enc　lvl

Conf　pub

Ctry

Dat　tp

M／F／B

Indx

Mod　rec

Festschr

Cont

Des

ss

ss

ss

ss

o
SR

M
o

M
SR

o
o

M
o

o

M
C

o

M

オンライン分担目録作業の実際；OCLC，　Inc・の事例から

データベース入力日

レコード最新利用日

レコe…一一ド・タイフ．

書誌レベル

政府出版物

言語

目録作業ソース

図コード

再生形態コe一・一・ド

エンコーディング・レベル

会議資料

出版国

日付タイフ．・コード

記入の本体の基本記入（M），

フィクショ》ζ（F），伝記（B）

索引

修正レコード’

Festschrift

内容形態コード，その値は

b普通図書，　b書誌，　c目録，

i索引，a抄録，　d辞書，　e百科全

書，rディレクトリe・・一・，　y年鑑，

s統計書，h便覧，　P指示書

記述目録形態コード，値は

b　非ISBD（M）レコP一ド，

i完全

ISBD（M）レコード，

P不完全
ISBD（M）レコe…一ド

　Int　lvl　Mlntellectua1レベル・コード

　Dates　M日付1／日付2
ここで，SSはシステム入力，　SRはシステム要求，　M

は必須，0は随意を示す標準コード。

B．逐次刊行物

　わが学会誌Library　and　Informalion　Scienceを

　‘lib，　an，　in，　s’　（HOME）／DISPLAY　REC’D／SEND

でサ■一一・一チすると，複数レスポンスで，第11図のスクリー

ン・イメージを得る。

　逐次刊行物のワークフォームは第12図に示す。これら

の各データ要素は　OCLC，　Inc．　Fixed　and　variable

fiela　lags　for　serial　recoras　used　in　the　OCLC　sys－

lem〔Technical　bulletin　no．37〕に記述説明されてい

る。

C・視聴覚資料

　第13図は視聴覚資料を入力するのためのワークフォー

ムで，これらの各データ要素はOCLC，　Inc・Fixed　and

variable　field　lags　for　audiovisual　meaia，　leils，　and

inslructional　materials（Draft）July　1978．に言三徳説

明されている。

　　　　　IV．　OCLC電子計算機システム
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第12図　逐次刊行物のワークフォーム
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第13図　AV資料用ワークフォーム

　OCLC，　Inc．の電子計算機システムのハードウェアは

オンライン・ネットワークを管理するタンデム16が3

台，ネットワーク・ス■・・一・・パーーバイザ，コミュニケーショ

ン・フ．ロセッサからジョブを受けて適当なサブシステム

にジョブを受けわたすゼロヅクス・シグマ9が4台，各

サブシステムに必要なレコードをデータベースから検索

するタンデム16が10台である。

　ゼロックス・シグマ9のストe・・・…レージ・メディアは4

個のバンクから成るTelefile　225　dual　ported　quad

density　disk　deviceで32個のディスクが接続されてい

る。タンデム16は2から16個のプロセヅサ・モジュ　’一ル

を持ち，各モジュールはマイクロプログラム化された

CPU，512KBのメモリー，同じくマイクロフ．ログラム

化された1／Oチャンネル，DYNABUSコントロール

を持っている。従って，1つのモジュールが故障して

も，システムは影響されず，そのモジュ・一一ルのみを回復

させれぽよい。タンデム16の10台に40個のディスクが接

続され，これらはミラード・ペア　（mirrored　pair）と

なっている。16）

B．　ソフトウェア

　OCLC，　Inc．のソフトウェア・システムは

1．

2．

3．

4．

分担目録作業サブシステム（CAT）

逐次刊行物管理サブシステム（SCS）

受入管理サブシステム（ACQ）

相互貸借サブシステム（ILL）

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

パブリック・サt・一・一・ビス・サブシステム（PSS）

貸出管理サブシステム（CCS）

管理　（Management）サービス・サブシステム

（MGT）

経営（Administrative）サe・…一ビス・サブシステム

（ADM）

通信サブシステム（CSS）

汎用システム・サービス・サブシステム（GSS）

特殊アプリケe・一・一・ション・サブシステム（SAS）

の11サブシステムで，これらの各サブシステムはOCLC

Syslem　Fesnctionel　ChaPtacleristics　i7）に，目的，目標な

どが記されている外に，6年後の成長および技術的発展

の予測が述べられている。各サブシステムについて，レ

ベル1からレベル4に細分し，オンラインとバヅチに分

けて粗から精へと記述されている。

　このCharacterislicsによって入力されるジョブに対

する機能がわかるようになっている。例えば，メンテナ

ンス・トウールの項には，

　1．ファイルおよびテe・・一…ブル・アヅプデート・ルーチン

　2．ファイルおよびテーブル・メンテナンス・ルー・一・・一チン

　3．ファイルおよびテーブル・バックアップ・ルーチン

が記述されており，ファイルやテーブルの種類や名称が

一目で分かるようになっている。

1．OBMオペレ■・一一・ティング・システム

　OCLC，　Inc．の電子計算機システムを管理するオペレ
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　　第14図

］　SYSTEM

｝

Cataloging　＆

　　Serials　．　Control

｝CA↑TAε謡器1盤
jl　GETMA）fiGLLgLiigl，t，V．a．L，LV）

］　Data　Base　Access

メモリー・コンフィグレーション

P一…一 eィング・システムは，Ohio　Bibliographic　Monitor

（OBM）と呼ばれ，ゼロックスの提供するリアルタイム・

バッチ・モニター（RBM）をOCLC用に改良したもの

で，目録作業サブシステム（CAT）を実行するvehicle

として最適化されている。第14図にメモリー・コンフィ

グレーションを示す。

　OBMは高速アクセス装置，テレプロセシング，　non－

shared　basis上のユニット・レコ・一ド装置，ゼロック

ス・シグー？　9の4台に直接シェアされたディスクの面倒

を見ている。プログラムはバヅクグラソド・モードでも，

フォアグランド・モードでも，すべてOBMの下で実行

されるが，大半のアクティビティはフォアグランド・モ

ードである。また，大きな特徴はエリアの区別がOSと

アブ．リケーショソとの間で明確ではないことである。

2．　インタプロセッサ・コミュニケーション

　フロント・エンド・コミュニケーション・プロセッサ

から受けわたされた端末からのメッセージは，フ．ログラ

ムCATROOTを介してSYSMAP　O一一　SYSMAP　4に

よってuser’s　contex　areaを生成する。　User’s　contex

areaには，サブシステムの種別やCATの分類体系，

セーブ・ファイルの番号，使用するテーブルの大きさ，

検索されたレコード数，以後の実行に必要なパラメータ

等が収納されている。
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第15図　イソデクスファイル
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　メッセージはフ．ログラムCATROOTからサブプロ

グラムMASTIOに引きわたされ，バック・エンド・コ

ミュニケーション・プロセッサ（トランザクション・レ

コードをデキューする）からタンデム16にいるデータベ

ース・コミュニケーーション・フ．ロセッサ（T／TOS：タ

ンデム・トランザクション・オペレe・一一一ティング・システ

ムで管理されている）にわたされ，プログラム

SEARCHERによってデータベースからレコードが検

索される。

3．　インデクス・ファイル

　オンライン分担目録作業サブシステムには，9種類の

インデクス・ファイルがある。これらは第15図に示した

通りである。

V．結 語

　電子計算機の出現は，電気通信技術の進歩と相まっ

て，電子計算機をプ1・　’トコルとしてオンライン・ネット

ワークという思想に発展し，図書館においてもオンライ

ン分担目録作業システムが日常的に応用されるようにな

った。

　すでに見たように，OCLC，　Inc．の書誌データベース

は単に目録作業にのみ限定されずに，他の図書館業務へ

適用されることが実証された。このことは，従来の図書

館業務の機械化が個々の業務内で離散的に行われていた

ものを，AACRという伝統的に培われてきた書誌規則

に準拠することによって厳密なデータベースを構成すれ

ぽ，それが図書館業務機械化に多面的に応用されうると

いうことを意味している。

　OCLC，　Inc．のシステムは完成し，静止したものでは

ない。つねに生長発展している。相互貸借サブシステム

が1979年7月に利用可能になったことはすでに触れた。

筆者の滞在中，混雑時には使用ができなかった著者サー

チ，すなわち午前7－9時，午後5－10時（月一金）の

み可能であったそれが，終日利用できるようになった。

また，機械のトラブルがない限り，すいている時間で10

秒以内，混雑時で1分を越えることもあったレスポンス

時間が短縮された。3年後には，ダブリンに新社屋を建

設する予定でもあるという。18）以上のことは，私たちが

OCLC，　In．c・についてレビュ　一一しょうとする時，現実の

OC：LCシステムそのものはすでに一歩先を行っていると

いうことを意味する。

　このような状況で，OCLC，　Inc．の評価をすること

は，極めて困難な作業となる。確実に言えることは，図

書館機械化の是非はともかく，OCLC，　Inc．進展の姿は

今後の図書館の進むべき1つの方向を示唆しているとい

える。

　AACR　2はOCLCデータベースに影響を与えるだろ

う。NLM　CATLINE　も定期的にデータベースに入力

されるようになった。これによって，LCレコードと

NLMレコードとのコンフリクトが大きくクローズ・ア

ップされるだろうし，また，重複レコードの問題も解決

されていない。19）本稿ではこれらを十分に検討すること

はできなかった。インデックス・ファイルの構造や，パ

ラメータ・テーブルとしてのuser’s　context　arer等

についても割愛せざるを得なかったが，これらの検討は

後日にゆずりたい。
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